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市民アンケート調査の企画 

 

１．調査の目的 

・市民の住まいや住環境に関する満足度とともに、暮らしやすさや幸せをどのような状態だと

感じるか・高くなるのかを世帯や年代、地域別に把握し、目標や方針・施策の方向性の検討

につなげる。 

 

【調査ポイント】 

①市民全体の住宅・住環境に関する意識・意向 

・住まい・住環境に関する満足度や今後の春日井市での居住意向など、まずは市民全体の

住まい・暮らしに関する基本的な意識や意向を把握。 

 

②若年世帯の住まい・暮らしに関する意識・意向 

・転出超過傾向にある若年世帯（20～40 代）については、住まい・住環境で重視するもの

（ex.狭くても駅まで近いほうがいい（交通利便性を重視＞広さ）、中古でも水回りがキ

レイならいい・趣味やテレワークしやすい住まいがほしい）や、どのような住まい方・

暮らし方・働き方（理想的なまちのイメージ）を望んでいるのか。また、それらを志向

する層にどのような特徴があるのかを把握。 

 

③暮らしやすさと幸せを住生活の視点から高めるために重要な要素 

・住まい・住環境の満足度に大きく影響していると思う要素は何かを把握。 

・市内在住歴が長い世帯や、現在持ち家に居住する世帯、今後の継続居住意向が高い世帯

が何を重視し、住宅・住環境の何を評価しているかを把握。 

・市内在住歴が浅い世帯が、どのような住まい・住環境に満足度が高いのかを把握。 
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２．調査概要 

（１）調査対象（紙調査） 

・18歳以上の市民：3,000 人（住民基本台帳より無作為抽出） 

（２）調査方法 

・紙調査  ：調査票を市から送付、郵送による回答（回収先は市） 

・WEB調査：市が調査票をもとに作成したWEB上で回答※ 

※広報や市公式 LINE等で調査協力の依頼をかける予定 

（３）調査期間 

・令和 6年 8月下旬から２週間程度（8/29 広報配布） 

【予定】紙調査：8/29～9/8 締切、WEB調査：8/29～9/11 締切 

（４）調査項目（①②③は調査ポイントの数字とリンク） 

１.あなたの現在

の住まい 

・住まいの種類③／新築・中古等の別 

・現在の住まいへの転居理由等 

・建築時期／構造 

２ .現在の住ま

い・住環境の満足

度等 

・現在の住まい・住環境に関する満足度①③ 

・現在の住まい・住環境の総合満足度に大きく影響している項目①③ 

・現在の住まい・住環境に関して重視する項目②③ 

３.今後の住まい

の意向 

・今後の居住意向（住み続ける・住替える・転出）①③ 

・今後暮らしたい場所・所有関係・新築中古の意向 

・（持家世帯に対する限定質問）将来の利活用の意向 

４.理想のまち ・理想のまちのイメージ② 

５住まいや暮ら

しの相談 
・住まい・暮らしの総合窓口の設置に向けて 

６.あなた 

（回答者属性） 

・年齢②／世帯構成（子の年齢）／世帯人数 

・居住地（中学校区）／通勤・通学先／居住年数③ 

・コミュニティ活動への参加の状況／テレワークの状況 

 


